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『ワイル ド･スワン』の世界
































-章では ｢三寸金蓮｣- 軍閥将軍の妾- (1909



























































































































































































































































































































































-の個人崇拝 の 出発点 (『中国20世紀史』東大出
版会､1993)｣ とされている｡すでに延安 は 革命
の根拠地 として張守愚のような若者たちでふ くれ
あが り､戦争による難民たちも流れ込んでいた｡


































































































































































































































































































しようとした上司も右派分子とされ る事態 に な
る｡このずさんな右派分子告発の ｢割 り当て｣に
個人的な恨みをはらした り､仇敵を売ることさえ



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































だが､権力-暴力とするとき､作者 張戒 の好 む
｢やさしさ｣はその対極に位置づけられる｡戦争
がこの権力-暴力の衝突であることは論証する必
要はあるまい｡戦争時に ｢やさしさ｣が吹き飛ば
される､むしろ否定される｡この権力を手に入れ
るときにも同じく ｢やさしさ｣は無用である｡そ
して､権力を維持するにしても同様だ｡暴力装置
を保有することで人々に畏怖を与えるか､もしく
は暴力を用いる｡毛沢東が革命戦争によって､中
国の封建社会 と外国支配のくびきから人々を解放
したことは評価できよう｡そして新 しい試みとし
ての独自な社会主義政権を維持するために､また
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佐々木理 『ワイル ド･スワン』の世界
外国勢力による革命転覆を防ぐための体制づくり
や思想を国民に学はせようとしたのは理解で き
る｡そしてソ連のKGBのような秘密警察を重用
せずに国民の相互の監視を採用したのも理解でき
る｡だがこれは日本の隣組制度が強められること
で相互監視が行われた第二次大戦以前 の ｢非国
民｣の発想と同じである｡
作者張戒が毛沢東は無知を礼賛してい る とし
た｡情報の入らない状態､考えようにもその材料
がない状態､そして考える力さえ奪われた状態､
つまりこれらの状態に人々をおくことが､苛酷な
肉体労働のみが日々の生活である農村での ｢思想
改造｣である｡この状態はこれまでの人間の歴史
のなかで大多数の人間がおかれていた状態であ
り､まさしく被支配者の位置である｡
とすると､作者の父､張守愚はこの毛沢東とは
対極に位置づけることができよう｡無知蒙昧なる
人間､情動で自らの行動を突き動 かす人間が､
彼､守愚を迫害してはならない｡この守愚のよう
な知性ある人間を､無知なる人間をして迫害せし
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める人間は否定されねばならない｡
人間は､考えることを与えられている動物であ
る｡考える力を持っているがゆえに人間である｡
毛沢東思想が､作者の措摘するとおりのものであ
る限り､おそらくは今後の中国のみならず､すべ
ての社会に通用しないであろう｡情報を手に入れ
る手段を人々は持っているし､多くの人々が知る
ことの重要さを知っているし､教育 の大切 さを
(中国でほ､とりあえず生活の手段としてとらえ
ているが)知っているから｡そして第二の毛沢東
は出現することはあり得ないであろうし､再度､
文化革命のような嵐は吹き荒れることはないだろ
う｡人間が ｢知｣を保有している限り｡
この ｢知｣の重要性､大切さを､そして人間に
とってかけがえのないものであることを表現して
いるこの作品は､テ-マを普遍化し得たという点
で芸術性の一端をになっている｡
(ささき とおる 教授)
(1995.7.6.受理)
- 85-
